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交通需要推計に係る調査（概要）

○調査内容

・将来交通需要（全国総走行台キロ）の推計について、その推計プロセスのチェックを行い、推

計結果を検証する

・なお、免許保有率の を外生的に与えずパラメータとして推定するものとするRatemax

○調査方法（別紙「チェックリスト」参照）

・将来交通需要は旅客交通需要及び貨物交通需要から構成されるが、これらについて、作業

段階ごとに、入力データやモデルについて、以下の各段階におけるチェック項目について検証

する

（１）入力データの作成段階

①基礎的データについて

推計用データの作成にあたり利用する、基礎的なデータ（統計データの実績値）について

は、原典との照合は行わない

②推計用データの作成手法の検証

推計に必要なデータについて、その作成手法を検証する

③推計用データが適切に計算されているか

利用データや計算過程を確認し、適切なアウトプットとなっているか検証する

（２）モデル構築及び計算段階

①モデルについて

モデルについては、国土交通省の設定したモデルを前提として下記の検証作業を行うもの

とする

②モデルのパラメータ推計

モデルがパラメータ推計を必要とする場合は、その推計における、利用データや計算過程

を確認し、適切なアウトプットとなっているか検証する

③モデルに基づく計算が適切に行われているか

利用データや計算過程を確認し、適切なアウトプットとなっているか検証する

（３）なお、各段階において検証し、不適切な部分があった場合には、必要な修正を加えるものと

する。

○作業期間

実質作業は一週間程度とする

○発注主体

第一案 事務局

第二案 国交省



チェックリスト

【旅客交通需
作業段階 チェック内容 ＧＤＰ 全機関のべ利用人数 乗用車のべ利用人数 乗用車のべ利用人キロ 乗用車走行台キロ 乗用車保有台数
入力データの作
成

基礎的データ ・平日休日別、地域別、個
人属性別、目的別発生原単
位（全国都市ＰＴ調査、新
都市ＯＤ調査、東京都市圏
ＰＴ調査、富山高岡都市圏
ＰＴ調査、国民生活時間調
査報告書）〔地域内〕
・属性別、目的別発生原単
位（幹線旅客純流動調査、
観光の実態と志向）〔地域
間〕
・現況人口（推計人口、国
勢調査、交通統計、労働力
調査、各都道府県警、警察
庁）
・将来人口（日本の将来推

・人口密度（国勢調査、市
町村要覧）
・土地利用特性（全国ＰＴ
調査）
・鉄道駅密度
・自動車保有台数、道路交
通特性値（道路交通センサ
ス）
・トリップ特性値（全国都
市ＰＴ調査、新都市ＯＤ調
査）
〔以上、地域内〕
・目的別交通機関別旅客交
通量（幹線旅客純流動調
査）〔地域間〕

・平均利用距離（道路交通
センサスオーナーインタ
ビューＯＤ調査）
・人口（国勢調査）
・地域内総生産（県民経済
計算年報）
・面積（日本の統計2001）
・道路延長、高速道路延長
（道路統計年報）

・平均輸送人数（道路交通
センサスオーナーインタ
ビューＯＤ調査）
・人口（国勢調査）
・乗用車保有台数（陸運統
計要覧）
・都道府県別将来推計人口
（国立社会保障・人口問題
研究所）

・保有台数（陸運統計要
覧）
・免許保有者数（交通統
計）
・人口、世帯数（国勢調
査）
・地域内総生産（県民経済
計算年報）
・面積（日本の統計2001）

推計用データの
作成手法の
チェック

・労働力人口
・労働生産性

［地域別個人属性別人口］
・就業率
・免許保有率
・地域別人口

なし ・将来都道府県別１人当た
り所得

・将来１人当たり乗用車保
有台数

・免許保有率
・世帯数
・人口密度
・世帯当たりの所得

推計用データが
適切に計算され
ているか

（評価） （評価） （評価） （評価） （評価） （評価）

モデル構築及び
計算

前提となるモデ
ル

実質経済成長率 ・発生原単位モデル ・乗用車分担率モデル ・平均利用距離モデル ・地域別目的別平均輸送人
数モデル

・乗用車保有率モデル

モデルのパラ
メータ推計

パラメータはなし、トレン
ドモデル

・ネスティッド型集計ロ
ジットモデル〔地域内〕
・非集計ロジットモデル
〔地域間〕

・重回帰式、トレンドモデ
ル

・指数曲線式、トレンドモ
デル

・回帰式

モデルに基づく
計算が適切に行
われているか

（評価） （評価） （評価） （評価） （評価） （評価）



チェックリスト

【貨物交通需
作業段階 チェック内容 全機関貨物輸送トン 貨物車輸送トン数 貨物車輸送トンキロ 貨物車走行台キロ 貨物車保有台数 軽貨物車走行台キロ 軽貨物車保有台数
入力データの作
成

基礎的データ ・品目別生産額（国
民経済計算年報）
・第二次産業生産額
（国民経済計算年
報）
・品目別輸入額（産
業連関表）
・品目別貨物輸送ト
ン数（陸運統計要
覧）

・品目別車種業態別
貨物輸送トン数（陸
運統計要覧）

・品目別車種業態別
貨物輸送トン数（陸
運統計要覧）
・品目別車種業態別
平均輸送距離（道路
交通センサス）
･車種業態別貨物輸
送トンキロ（陸運統
計要覧）

・平均最大積載重量
（営業用普通貨物車）
（道路交通センサス）
・平均積載効率（営業
用普通貨物車）（道路
交通センサス）
・車種業態別貨物輸送
トンキロ（陸運統計要
覧）
・車種業態別貨物車走
行台キロ

・車種業態別貨物輸
送トン数（陸運統計
要覧）
・車種業態別保有台
数（陸運統計要覧）

・推計人口（総務省統計
局）
・軽貨物車輸送トン数
（業態別）（陸運統計要
覧）
・軽貨物車輸送トンキロ
（業態別）（陸運統計要
覧）
・軽貨物車走行台キロ
（業態別）（陸運統計要
覧）

・軽貨物車走行台
キロ（陸運統計要
覧）
・軽貨物車保有台
数（陸運統計要
覧）

推計用データの
作成手法の
チェック

・品目別貨物輸送原
単位

・品目別機関分担率
・品目別車種業態分
担率

・品目別車種業態別
貨物輸送トンキロ
・品目別車種業態別
平均輸送距離
・都道府県間連絡係
数

・車種業態別平均積載
トン数

・車種業態別１台当
たり年間輸送トン数

・軽貨物車人口当たり貨
物車輸送トン数
・軽貨物車平均輸送距離
・軽貨物車平均積載トン
数

・軽貨物車１台当
たり年間走行距離

推計用データが
適切に計算され
ているか

（評価） （評価） （評価） （評価） （評価） （評価） （評価）

モデル構築及び
計算

前提となるモデ
ル

・品目別貨物原単位
モデル
・廃棄物輸送トン数
モデル

・貨物車分担モデル
・貨物車車種業態分
担モデル

・貨物車平均輸送距
離モデル

・車種業態別平均積載
トン数モデル

・車種業態別１台当
たり年間輸送トン数
モデル

・人口当たり年間輸送ト
ン数モデル
・平均輸送距離モデル
・平均積載トン数モデル

・１台当たり年間
走行距離モデル

モデルのパラ
メータ推計

・トレンドモデル ・トレンドモデル ・最小二乗法による
回帰式

・トレンドモデル ・トレンドモデル ・トレンドモデル ・トレンドモデル

モデルに基づく
計算が適切に行
われているか

（評価） （評価） （評価） （評価） （評価） （評価） （評価）


